
後期基本計画策定に向けた検討体制について                   

 

第２次総合計画（後期基本計画）策定に当たっては、審議会における議論や庁内組織によ

る検討とともに、市民参加による各種取組を踏まえた上で検討を進めていきます。 

特に、今回の策定においては、「若者」を対象とした会議体（「まちづくり若者サミット」）

を立ち上げ、将来を担う若い世代への積極的な意見集約により、若者ならではの斬新な発想

やアイデア等を計画へ反映させます。 

＜計画策定に当たっての検討体制＞ 
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